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教科書出版社名（ 学校図書 ） 

〇 中学校（ １ ）年   教科等（  数学   ） 

 

○ 「自ら学ぶ子どもの育成」に向けて、この単元で付けたい力 

（教科等でつけたい力） 

・円やおうぎ形についての基本的な用語の意味を知り、その表し方を理解できるようにするとともに、おう

ぎ形の中心角と弧の長さ、中心角と面積の関係について理解できるようにする。 

（学校図書館等の活用でつけたい力） 

・様々な資料の中から自分の必要な情報を集め、活用する力 

 

○ この単元における学校図書館を活用した情報活用能力の育成に向けて 

●情報収集…与えられた課題に関する情報を図書館資料やタブレット端末で調べ、集める。 

●整理・分析…集めた情報を整理し、レポートにまとめる準備をする。 

●まとめ・表現・発信…課題について調べた内容をレポートにまとめ提出する。 

 

○ 学習の展開（全４時間）学校図書館等を活用した時間は☆印 

 

第１次 

 

第 1 時 ・円の半径と接線の関係やおうぎ形の中心角と弧の長さについて調べる。 

 

第２次 

☆ 

第 2・3 時 ・𝜋の意味を理解し、小学校で学習した円の周の長さや面積の公式をもとに、

文字を使った公式に表す。（本時） 

・おうぎ形の弧の長さと面積の求め方について、円と比較して考える。 

 

第３次 

 

第 4 時 ・おうぎ形の弧の長さや面積、中心角を、公式を利用して求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

単
元
名 円周率を探ろう 



（本時2／4時） 

☆学校図書館等活用（本時）の学習  

本時のねらい 

実測をもとに𝜋の近似値を求める作業を通じて、𝜋の小数点以下の数字の並びの不思議さに気づき研

究した数学者たちの存在を調べ、知ることを通じて数学に関する関心を高める。 

学習展開 

時間 

(分) 
主な学習活動  指導上の留意点 

3 

12 

１.円周率について知っていることを確認する。 

２.円周率はどのようにして求められるのか？実測して求め

てみる。 

①どのように導くのか調べる。（PC） 

②円形物を各班で実測し、電卓（PC）で円周率を計算。 

・1 円 ・５円 ・１０円 ・５０円 ・100 円 ・500 円 

・水筒 ・CD(8cm) ・CD(16cm) ・フリスビー 

③円周率の近似値を発表する。 

 

 

・既習事項や知識を短く

確認する。 

 

・準備物 

【お金・ひも・CD・体育大

会のフリスビー】 

 

・PC 

30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

３．円周率は約3.14 だったはず。調べてみよう。 

①誰が、いつ頃、どのように導いた？①→その人物についても 

②誰が、いつ頃、どのように導いた？②→その人物についても 

③誰が、いつ頃、どのように導いた？③→その人物についても 

④日本人で 3.14 を導こうとした人はいないのか。① 

⑤日本人で 3.14 を導こうとした人はいないのか。② 

⑥円周率は３だとダメなのか？なぜダメなのか？ 

⑦円周率が無限に続くって本当か？なぜ無限に続くのか。規

則はないのか？今は何桁までわかっているの？ 

⑧円周率は円以外で場面で使われることはあるのか？ 

⑨日常生活の場面ではどんな円周率が使われているのか？ 

➉どんな活用のされ方で私たちの役に立っているのか？ 

４．まとめ 

・本時を簡単にまとめ、次回、円周率のビデオを見ることを

伝える。 

・10 班分のテーマ。くじ引き

で決める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・班で調べるが、まとめるのは

個人で、一人ずつまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰が、どのようにしてみんなが知る円周率を導いたのか調べてみよう。 

・タブレットが使えない生

徒用に書籍も展示して

おく。 

図書館活用 

ポイント 
・レポート作成時には必

ず参考文献の記載が必

要であるため、メモをとる

ことを伝える。 図書館活用 

ポイント 


